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例ロ
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第 1章 遺跡の位置と環境
（第 1表，第 1 • 2図，図版 1 • 8 Iこ）

第 1節 地理的環境（第 1図，図版 1• 8上）

たつヴ〉＜ち

辰口町は石川煤加賀地方の中央部に位置し， その北縁と東縁は県下最大の河川である手取川に面している。町

域は手取川に沿って東西約10km, 南北約 7.5kmにおよひ，地形は手取川扇状地・能美丘陵・能美山地の 3者に大き

く分けられる。能美丘陵は海成段丘から成立しており， 高位海成（？）段丘と低位海成段丘の「地形面とも堆積

面を残しているのは一部の所で，他の大部分は，中新統と更新統を浸食してできた浸食性段丘面である」という

（藤1985)。
いわう仁 のみ たつの〈ち ＇）かま いわうち あぞ・,

岩内遺跡は，能美郡辰口町火釜・岩内・筋生地内に所在する。 この地区は辰口町の北端中央部に位置し，北に

手取川を臨み，南側の背後には能美丘陵をひかえている。 また，本地区は手取川扇状地南側の扉側部に立地し，

扇状地上にありなからも扇側部に位置するため比較的安定した地域となっていたことか推測される。本遺跡は扇
かみかいはつ しもかいはつ とくひさあらや

側部の島状地帯上に立地しており，本遺跡の西約 4kmに所在する上開発遺跡・下開発遺跡・徳久荒屋遺跡（北野

1985) と同じ立地条件である。 この付近の海抜高度は43~50mであり，丘陵上は約80mとなっておリ， その比高

差は30m以上を測る。丘陵に登ると加賀平野北部から日本海にかけて一望のもとに見渡すことかできる。

周辺の丘陵地では植林されて杉林となっている箇所も見られるか， この地域の現存植生では杉林以外はアカマ

ツ林やコナラ林の雑木林となっている。 この地域の原植

生は，標高 350mまでは常緑広葉樹の優占する照葉樹林

帯で，350mをこえる一部が落葉広葉樹林帯であったと考

えられている（里見1983)。実際に雑木林の中を歩いてみ

ると， コナラかいたる所にみられ， 沢ぞいにはトチノキ

か点在しており，稀にクリかみられるといった状況であ

る。 トチノキは胸高10cm前後であリ，実のなるはどのも

ではなし‘。
しょっす

丘陵地の山林中に清水と呼ばれる自然湧水点かあり，
たち さか しょうず It しょうす

遺跡周辺では館の坂の清水（第 1図A)' 気の清水（同図B)
ろっかしょうす

六ヶ清水 （同図C) か存在する。遺跡からの直線距離は

それぞれ400m, 750m, 1500mである。

なお， 辰口岩内在住の山内千之さんの御教示によれば，

岩内遺跡付近での近年の最大積雪量はおよそ70cmである

としヽう。

［ 
： 
r’ 

r〉
（ 

ヘr-
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第 1図 岩内遺跡(.印）の位置図



第 2節歴史的環境

第2節歴史的環境（第 1表，第 2図）

岩内遺跡と周辺の遺跡について，まとめたものが第 1表である。この表の作製にあたっては『石川県遺跡地図』

をもとにした（石川県立埋蔵文化財センター1986)。

第 1表岩内遺跡と周辺の遺跡一覧表

番号 県番号 遺跡名 所在地 種別 現 況 時 代 出土遺物

1 6127 岩内遺跡 辰口町岩内・助生 集落跡 水田 縄文，古墳～中世 縄文土器，石器，土師

器．須恵器

2 1001 岩内茶仙堂遺跡 辰口町岩内 包含地 丘陵裾，山林 中世 珠洲，加賀，五輪塔

3 997~98 筋生遺跡 辰口町助生 集落跡 台地．山林．畑地 縄文 縄文土器．石器

4 996 助生城跡 辰口町助生 城跡 台地，山林，畑地 中世

5 6129 助生城山奥遺跡 辰口町筋生 窯跡 丘陵斜面 奈良

6 6130 助生B遣跡 辰口町長滝 包含地 山林 古墳～平安 土師器

7 995 長滝遺跡 辰口町長滝 包含地 平地，水田 縄文，平安 縄文土器．石器

8 6131 宮竹遺跡 辰口町宮竹 包含地 平地，水田 縄文，古墳，平安～中世， 994 長滝宗誓寺跡 辰口町長滝 寺院跡 平地，寺地，宅地 不詳

10 993 長滝経塚 辰口町長滝 経塚 丘陵裾，山林 中世 和鏡7.珠洲．加賀
11 990~91 灯台笹遺跡 辰口町灯台笹 包含地 丘陵上，畑地 |H石器 石器

12 983 岩本家清館跡 辰口町岩本 館跡 不詳

13 981 岩本岩根宮遺跡 辰口町岩本 包含地 平地，社地 縄文 縄文土器，石器

14 6140 岩本B遺跡 辰口町岩本 包含地 丘陵裾 平安

15 984 岩本 1~6号経塚 辰口町岩本 経塚 丘陵斜面，山林 中世

16 982 岩本中世墓遺跡 辰口町岩本 墳墓 台地上，山林 中世 五輪塔．宝陵印塔

17 980 岩本白鳥尼神社跡 辰口町岩本 社跡 丘陵上，山林 不詳

18 6139 大口A遺跡 辰口町大口 包含地 丘陵斜面 奈良～平安

19 6138 大口 B遺跡 辰口町大口 包含地 平地，水田 平安

20 6137 大口中世墓 辰口町大口 墓地 丘陵裾 中世 五輪塔
21 6135 大口E遺跡 辰口町大口 包含地 畑地 縄文

22 992 大口長生寺跡 辰口町大口 寺院跡 丘陵斜面，山林

23 6133 大口c遺跡 辰口町大口 包含地 丘陵裾 縄文

24 6136 大口 D遺跡 辰口町大口 包含地 水田

25 6134 大口 1• 2号窯跡 辰口町大口 窯跡 丘陵裾，水田 平安

26 6132 大口経塚 辰口町長滝 経塚 丘陵上，山林 中世

27 6696 長滝A遺跡 辰口町長滝 包含地 平地，水田 土師器．須恵器
28 957 坪野智永寺跡 辰口町坪野 寺院跡 丘陵斜面，山林

29 956 坪野妙観寺跡 辰口町坪野 寺院跡 丘陵裾，山林斜 石臼

面，水田

30 958 坪野遺跡 辰口町坪野 包含地 丘陵裾．水田 縄文 磨製石斧

31 959 金剛寺乱の穴横穴 辰口町金剛寺 古墳 丘陵裾，山林 古墳

32 960 金剛寺跡 辰口町金剛寺 寺院跡 丘陵斜面．山林

33 961 金剛寺中世墓遺跡 辰口町金剛寺 墳墓 丘陵斜面．山林 中世 五輪塔，宝簑印塔，

古瀬戸壺，珠洲鉢

34 962 徳山寺跡 辰口町徳山 寺院跡 丘陵麓．山林．水田 五輪塔．仏像

35 999 旭台A遺跡 辰口町旭台 含含地 丘陵斜面，山林 縄文 縄文土器

36 1000 旭台B遺跡 辰口町旭台 含含地 丘陵裾，山林 平安 須恵器

37 6126 火釜C遺跡 辰口町火釜 含含地 丘陵斜面 平安 須恵器．土師器

38 6125 火釜B遺跡 辰口町火釜 含含地 丘陵斜面 平安

39 6124 火釜A遺跡 辰口町火釜 含含地 丘陵斜面 縄文

40 6122 湯屋遺跡 辰口町湯屋 含含地 平地，水田 古墳，奈良～平安

41 6121 湯屋 l~4号窯跡 辰口町湯屋 窯跡 丘陵斜面，谷あい 奈良

42 1003 来丸さくらまち窯跡 辰口町来丸 窯跡 丘陵裾，山林 奈良～平安 須恵器

43 1004 来丸丸山遺跡 辰口町来丸 包含地 平地，水田 須恵器

44 1005 来丸古墳 辰口町来丸 古墳 丘陵上．山林 古墳

45 1006 来丸天明寺跡 辰口町来丸 寺院跡 丘陵裾．山林．水田

46 6123 来丸遺跡 辰口町来丸 包含地 平地．水田 縄文，平安
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第 2章調査の契機と経過
（第 3 • 4図，図版 1 • 2) 

第1節 調査の契機と分布・試掘調査（図版 1 • 2) 

金沢と小松を結ぶ加賀産業道路は，昭和48 (1973)年頃から建設され始めたものの、これに伴った発掘調査は

おろか分布・試掘調査すらほとんど行われなかったという状況である。弥生時代前期末葉柴山出村式の良好な資料か

出上した鶴米町上林遺跡は，この道路建設関連の唯一の緊急発掘調査である。また、石川県内ではここ数年米，

この加賀産業道路ぞいに先端技術産業の企業誘致か進み，鶴来町・川北町・辰口町の 3町にそれぞれ企業か進出

してきている。本遺跡の緊急調査も，辰口町岩内地内の能美丘陵上に広大な用地を造成して建設された先端技術

産業の工場周辺の道路整備に伴うものである。

昭和60 (1985)年 4月，石川県小松士木事務所より，辰口町岩内・筋生地内の加賀産業道路拡幅工事に伴う埋

蔵文化財分布調査依頼かあった。これを受けて県立埋文センターは，同年 4月30日． 5月1日の 2日間にわたっ

て分布・試掘調査を実施した。その結果，調査対象区域北東部で遺物包含層か確認され．その遣存状態は比較的

良好であった。しかし道跨拡幅部東側の地下に送水管か坪設されておリ，その工事幅は 4~5 mに及んでおり、この

部分ではすでに埋蔵文化財か破壊されてしまっていることが判明した。それで， まだ遺構・遺物包含層か残存し

ている 1000mlについては発掘調査が必要である旨，直ちに道路建設課へ回答した。協議の結果、発掘調査は 5月

中旬から開始することに決定した。

第2節 発掘調査の概要（第 3 • 4図）

1. 発掘調査の概要

調査対象区域北東部において遺跡の広かリとして認められた2000m1のうち，送水管埋設によって埋蔵文化財か

破壊されてしまった部分を除き， lOOOm1を対象に調査した（第 3図）。ただし、農道や水路などの個所は調査時点

でも農作業等で使用されていたため，その部分は残したまま調介を進めた。それで、実質調査面柏は 880m1であ

る。

調査グリッドに関しては，調査区全体に 4mX4mメッシュのグリッドを設置した（第 4図）。南北方向では

南から北に向って 1~46区を設け、東西方向では東から順に A~R区を設けた。

2.調査の経過

5月17日 調査を開始する。仮設事務所を建設したあと． 18Hに器材を搬入する。

5月21~22日 重機による表土はぎを行う。

5月24• 27日 杭打ち作業を行い．調査グリッドを設定する。

5月23日 遺物包含層の掘り下げ・遺構検出・遺構の掘リ下げの作業工程を，南から順に進めていき，暫時

~ 6月29日 写真撮影・実測を行う。

6月1~13日 竪穴 l~3を掘り進めなから，並行して実測・写真撮影を行う。

6月25日 当初予想していたよりも遺構密度がはるかに高く，実測にかなりの日数がかかることか予測され，

職員 l名では実測することはとうてい不可能である。それで航空測量を実施することになり，小
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第 2章 調査の契機と経過

松士木事務所てその打ち合せを行う。

7月1~15日 調査を休止する。

7月16~18日 層序断面を実測する。

7月24~26日 調査区内を清掃し， 26日に航空測量を行う。

8月1~ 3日 第5b層の掘リ下け・花粉分析資料の採集•発掘器材の整理・層序断面実測と土層説明などの作業

を行い， 3日に現地調査をすべて終了する。

3.遺物整理作業

本遺跡から出土した遺物の整理作業は，昭和62年度に石川県埋蔵文化財整理協会に委託して実施した。委託内

容は，遺物の記名・接合・復元・実測・トレースである。担当者は，浅野豊子・小林直子・新谷由子の 3名てあ

る。

4.調査関係者

試掘調査 幅島正実・山本直人（石川県立埋蔵文化財センター主事）

本田秀生・山本泰幹（石川県立埋蔵文化財センター調査貝）

発掘調査 山本直人（同センター主事）

宮下栄仁•本田秀生・新城えり子・本 由美子（同センター調査員）

川口盛ー・川向義政・神田千栄子・中田健次・能沢咲子・伴場いと・道下幸助•森田一政・山内勝孝

•山内隆子・山口智栄子・山内長松（岩内）

奥田外雄・北出政雄・白山久義・富田文正・西田繁光・橋 友作・橋爪英信•藤田 忠・米田与作

（火釜）

越野重治・斎藤宏文・仲島 稔（金沢大学学生）
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第 3章層 序
（第 5図，図版14• 15) 

本逍跡の層序は，碁本的に現耕作土（第 1層），盛土（第 2層），旧耕作土（第 3層），遺物己含層（第 4.

5層）に 4大別できる。

層序の細別は，次のとおリである。

第 1層（現耕作土層） 暗褐色粘質土層

第2層（盛土） 小さな円礫を含む黄褐色砂喫層

第3層（旧耕作土）

第3a層 灰褐色粘質上層

第3b層 黄灰褐色粘質土層

第3c層鉄分堆積層

第3d層 濁灰褐色粘質土層

第3e層 暗灰色粘質土層

第4層（遺物包含層）

第4a層 黒褐色土層

第4b層黒色土層

第4c層 褐色砂質土をブロック状に含む黒色土層

第4d層 黒灰色土層

第4e層 黒灰褐色土層

第4f層 暗灰褐色粘質土層

第4g層 黒褐色粘質土層

第4h層 褐色砂質土をブロック状に含む黒褐色枯質土層

第4i層 黒灰色粘質土層

第5層（遺物包含層）

第5a層 暗褐色砂質土層

第5b層 黒色土・黒掲色土かやや混って色調かやや濁っている褐色砂質土層

第5c層 灰褐色砂質土層

また、第4・5層の遺物包含層からの土器等の出土量は，全体的に少ない。

- 8 --



第 3章層 序
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第4章遺 構
（第 6~33図，図版 2~13 • 18上）

第 1節 土坑・溝・ピット（第 6~31図，図版 2~13) 

本地区では，土坑は 5基，溝は62条， ピットは 500碁それぞれ確認された。これらのうち，土器等の遺物が出

土した遺構については，第 6~30図のなかに遺構名で表してある。一般に遺構内からの土器の出上量は少なく，

微細な土器片ばかりという傾向が認められ，時代・時期決定はなかなか困難である力＼遺構の大半は平安時代の

ものであり，ピット 101のように縄文時代に属するものもごくわすかであるが存在する。こうした全般的状況の

なか，墨書上器かピット 164（第37図7)・ピット 166（第37図1).第 1号土坑（第37図2)から検出されており，

ピット 166から確認された須恵器杯（第37図1)は，柱穴の柱痕部分上部から出土している。また，ピット 482の

底面中央部（柱痕部分最下位）から完形の頃恵器ill1か埋置された状態で検出された（第37図3' 図版13)。

第 2節竪穴状遺構（第32• 33図，図版12• 18上）

1．第 3号竪穴状遺構（第32図上，第33図 l~5)

第3号竪穴状遺構は， C•D-9·10グリッドに位置する。北西部分は調査区外にあり，南東部は第 1' 第 2

号竪穴状遺構によって破壊され、また，大形の柱穴が上面から掘り込まれているため全体の約％を検出したにとど

まる。長辺約6.6rri,短辺約4.2mの隅円長方形を程するものと考えられる。壁はゆるやかにたちあかり約20cm残

存している。壁溝は検出されていない。床面は平坦で黄褐色粘質土を基調とした土を貼り付けた部分があるが、

中央より西側では床面に礫を含むようになる。北東コーナーで覆土掘り下げ時から，焼土ブロック，炭化物粒を

多量に含む部分が確認されカマドかと思われたか，床面では浅い皿状の凹みか検出されたのみで、カマドの様な

しっかりとした構築物は検出されなかった。南西コーナーでは、長辺約1.5m，短辺約0.8m、深さ約 0.2mの長

方形を程する土坑か検出されている。柱穴は，後に掘り込まれたものを除いて深さのしっかりとしたものはない。

覆上は 1層黒褐色砂質土， 5層黄掲色砂質土を碁本とし，部分的に 4層暗褐色砂質土を間に狭むという状況を

示す。中央よリ西側では地山に礫を含むためか， 5層と地山の判別かしづらくやや掘リすぎてしまった感かある。

本来の床面は礫の上面であった可能性かある。

遺物の出土量は少ない。 第33図 1は頃恵器無台坪で全体の兄を欠く。口径 9.8cm, 底径 5.4cm, 器高 2.9cm

を計る。底部から皿状に立ちあかり，体部の中央よりやや下でくの字に内屈し， 口縁部はやや外反する。底部内

面には凹凸がみられ，底部外面はヘラ切リをナデ調整している。胎土は 2mm弱の砂粒を極く少量含む程度で良く

焼成も良い。内外面とも青灰色を星する。覆土の上位より出土している。第33図2は士師器高坪で界部の約％か

残存している。外面は輪積痕を残し淡茶灰色を呈するか，内面は良く磨かれておリ茶衛色を呈する。胎土は 1mm 

以下の砂粒を含む程度で良く，焼成も良い。第33図3は土師器甕である。口縁部の約燐と胴部の約％か出土した

にすぎす， また， 口縁部と胴部は接合せず図上での復元である。口径17.5cm, 月1i]部最大径20cmを計る。口縁部は

ゆる＜外反し，胴部は中位あたりに最大径を持つ。体部調整は内面が横方向のナデ後ケズリ上げ，外面は縦方向

のハケである。胎土は 1mm前後の砂粒を多く含み，部分的に 5mm前後のものも含まれる。焼成は良いか 2次焼成

をうけぱろぱろになった部分かある。 2次焼成は胴部中位以上が強く受けており，そのためか口縁部は残存部分

がわずかしかない。第33図4 • 5は土師器禍と考えられる。両者とも口縁端部をナデ調整し，それ以下を外面は
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第4章遺 構

縦方向の荒いハケ，内面は横方向の荒いハケとしている。

2. 第 1 • 2号竪穴状遺構（第32図下．第33図6~11)

第1 • 2 号竪穴状遺構は， C-9•10グリッドに位置する。両者とも南側に走る送水管のためその約½を破壊

され．また，耕作により上面を削られている。現存するプランから直径約1.5mの円形を呈するものと考えられ

る。両者とも第 3号竪穴状遺構．大形の柱穴を掘り込んで構築されており，また，第 1号竪穴状遺構は第 2号竪

穴状遺構を破壊して造られている。覆土は第 1号竪穴状遺構が8層暗灰色砂質土． 9層黒灰色砂質土でともに焼

土プロック．炭化物を含んでいる。第 2号竪穴状遺構は 7層黒灰褐色砂質土で9層に類似するものの．焼土プロ

ック．炭化物をあまり含んでいない。両者とも床面が平坦で壁がゆる＜立ちあがる皿状を呈し．その深さは第 1

号竪穴状遺構が約20cm, 第2号竪穴状遺構が約10cmを計る。第 1号竪穴状遺構の床面壁ぎわに． 1辺約15cm, 深

さ約10cmの方形の柱穴が3個等間隔に掘られている。

出土物は少ない。第33図6~10は第 1号竪穴状遺構．第33図11は第 2号竪穴状遺構出土である。 6~9 • 11は

土師質小皿である。 6は口径7.5cm, 器高1.3cm, 7は口径8.6cm, 器高1.5cm, 8は口径 9cm, 器高 1cm, 9は他

よりやや大ぶりで口径11.7cm, 器高2.4cm, 11は口径1.4cm,器高1.3cmを計る。器厚はすべてほぼ5mm前後であり．

体部外面の調整もすべて一回のナデとしている。器形は． 6が体部の立ちあがりがやや急角度． 7, 8はややゆ

る<. 9,11はその中間で． 9, 11が大小の差はあれ形態的に類似するものの，それぞれ異なった形態を持つ。い

ずれも底面に指頭圧痕が見られる。胎土はいずれも良く．色調は 7, 9が部分的に褐色部を持つ淡灰色． 6は明

るい淡灰色． 8は橙色． 11は暗い淡灰色を呈す。個体すべて％以下の残存である。

10は土師質禍である。口径28cm, 胴部最大径25.5cmを計り．個体の残存は％以下である。口縁はわずかに内湾

ぎみに立ちあがる。口縁端部に面を持ち．口縁端部内面がわずかにとびだす。調整は体部内外面ともに横方向を

基調としたあらいハケとしている。胎土は 2mm前後の砂粒を含むが良く焼成も良い。ススの付着が体部上半に見

られる。

3.小結

これらの遺構は．遺構検出時に竪穴住居址の切り合いという予想のもとに「竪穴」として取りあつかったため．

今回の報告では竪穴状遺構として報告したが．第 1 • 2号竪穴状遺構は土坑とすべきかもしれない。しかし，第

1号竪穴状遺構は床面に柱穴を持つことから上屋構造を持つ可能性がある。また，第 1 • 2号竪穴状遺構と分け

て考えたが、上面が削られているため．上下関係を持つ土層の差を遺構差としてとらえてしまっている可能性が

あり．それは． 9層と 7層が土質的に類似している点からもうかがえる。同様な例は時期が異なるものの小松市

佐々木ノテウラ遺跡（北野他1986)にあり．ここでは土坑として取りあつかわれているが．底面の高底差をもつい

くつかの土坑群を一連のものとし．住居に付随する炊事場としての機能を想定している。これらの点より．通常

の土坑と区別する意味で竪穴状遺構としておきたい。

第3号竪穴状遺構はその形態から考えれば竪穴住居址とすべきものかもしれない。しかし．主柱穴，壁溝を持

たず．壁の立ちあがりも通常の竪穴住居址とは異なるものである。第 3号竪穴状遺構は第33図 lの須恵器から 7

世紀後半ぐらいの位置付けができそうであるが．同期の竪穴住居址の検出例は極めて少なく．その様相ははっき

リしない。七尾市万行赤岩山遺跡（土肥他1983) では同期の竪穴住居址が 1 棟検出されているが．全体の½程度の

検出であいまた，遺構の重複が激しく形態ははっきりしない。壁溝．主柱穴．炉址が検出されている。羽咋市

柳田シャコデ遺跡でも同期と考えられる竪穴住居址が 1 棟検出されているが．これも全体の½以下の検出であり

形態が方形となるのか長方形となるのかわからない。壁溝．主柱穴が検出されている。また．両遺跡では同期と

考えられる掘立柱建物群が検出されているが．本遺跡では調査区が限定されているせいもあろうが．同期と考え

- 11 -
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られる遺構は本遺構のみである。

北東コーナーで検出された焼土ブロック， 炭化物を多量に伴なう浅いlIIl状の凹みについては一応炉址と考えて

おきたし‘。

たし‘。

しかし， 炉址は住居址中央部付近に設けられる例が多く、 根拠はないのだか菌きカマドの存介を考え

第3号竪穴状遺構の時期は前述した通り， 第33図 lの須恵器無台杯か，柳田タンワリ 1号窯跡（椙島他1982)出

土の無台杯身c顆などに類似している点より 7柑紀第 3四半期に位置付けられ，

の遺物も同時期のものと考えられる。

遺構もこの期と考えられる。他

第1• 2号竪穴状遺構は， 陶磁器類か出土しておらす時期を決定しつらい。土師質土器は小l1I1か中ぶりのもの

と小ぶリのものかあリ糸切り痕を持つものはなし、0 これらは勅使館跡の報文（田嶋他1981)でII式とされたもの，

永町ガマノマガリ遺跡の報文（越坂他1987)てII期とされたものの一部に類以しており，おおむね13世紀前半期のもの

と名えておきたい。禍についても調整， 器形などかやや異なるか、永町ガマノマガリ遺跡第40号土坑から前述の

小ill1と共伴してお＇），該期の土帥質土器の組成をなすものと考ーえられる。

これらの遺構・遺物の正確な年代的位置つけ，性格などは，

おきたし、0
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第5章遺 物
（第 2 • 3表，第34~38図，図版16・17・18下）

第1節 縄文時代の遺物（第 2表，第34~36図，図版16)

1.土器

本遺跡出土の縄文土器については，形態学的特徴から I群土器（縄文中期土器）と II群土器（縄文後期土器）

の2群に大別される。数量的には，土器片が 200点余り確認されたにすぎず， I群がII群をやや上回っている。

出士状態については，ごくわずかに遺構に伴うものもみられるが，そのほとんどは第 4層からの出土であり，

B・C区では第 5層から出土している。遺物が出土したグリッドは，第34図のグリッド配置図において黒印で表

してある。

(1) I群土器（縄文中期土器）

第 1類 半隆起線文とヘラ状施文具による斜位格子目文を施すもの（第35図l)。褐色で砂粒をやや含む。

第 2類 半隆起線文のものである（第35図2)。胎土中の砂粒は少なく，暗褐色を呈し，器庫は 8mmである。

第3類 平行する半隆起線文を口縁部にめぐらし，胴部には無節の縄文を施すものである（第35図14)。口縁部

の外反する深鉢であり，口径28.5cm, 現存値で器高は30.0cmを測る。黒褐色～橙褐色，器厚は1.2~1.5cm。

第4類 粘土紐を貼付するものである（第35図3)。色調は橙褐色を呈し，胎土・焼成ともに良好である。

第 5類 半載竹管の背によるものか，貼付された粘土紐上には圧痕文が施され，頸部以下にはRLの縄文が施

文されているものである（第35図4)。胎土中にはやや砂粒を含み，色調は黄褐色を呈する。

第 6類 縄文・撚糸文を主文様とするものであり（第35図5~13), このうちの 5~ 8が口縁部片である。

6つの類に分けられた 1群土器のうち，第 1類は中期前葉新保式であろう。第 3~ 6類については，中期中葉

から中期後葉にかけての時期に属するものと推測される。口縁部片は 9点である。

(2) II群（縄文後期土器）

第 1類 「く」の字に内屈する口縁部片である（第35図15• 16)。15は口縁外面に断面がやや鋭い平行沈線が4

条みられ，内外面ともにヘラ研磨され，色調は赤褐色を呈する。胎土は堅緻で焼成も良好である。 16は沈線と縄

文がみられ，沈線はやや幅広気味で浅いものである。胎土中にはやや砂粒を含み，黒褐色～淡掲色を呈する。

第 2類 羽状縄文を主文様とするものである（第35図18~20)。器厚は 6mm前後を測り，胎土・焼成とも良好であ

リ，色調は暗褐色・黄掲色を呈する。

第 3類 櫛状施文具で円形や平行の沈線が描かれたものである（第35図17)。

第4類縄文と横位の平行沈線文を主文様とするものである（第35図21~27)。22は口縁内面にも縄文を置く。

第 5類 細かい縄文と斜位・横位の平行沈線文を施すものである（第35図28)。外面全体に煤が付着し，黒色を

呈する。器厚は 7mmを測る。

第6類 底部を一括し，この類を設けた（第35図29~33)。29• 30には網代圧痕が認められ， 29は「 2本超え 2

杓替り 1本ズレ」であり，質感からタテ条・ヨコ条ともに同一素材の原体であると推測され，幅 3~4  mmである。

30も29と同じ編み方で原体幅は 8~10mmである。

II群土器各類の時期に関しては，第 1• 2 • 4類は後期中葉の酒見式であり，第 3類の所属時期も後期中葉で

あろう。第 5類は後期前葉気屋II式である（米沢1986)。第 6類はII群に含めて記述を進めたか，細かな時期は不

詳であり， I ～ II群に属するものと考える方が適当であろう。口縁部片は 5、点である。

- 41 -



第1節 縄文時代の遺物

46 I I 1 46 
45 1 ! -l ~ 45  
44 ~V!/J I I I I 1-r-1 I I I I 44 
43 f\~'I I I'¥¥'b I J 11/1 I I. I I I I I I I I I I 43 
42 I'~~ I I'b--C'l/// l I I I I I I II/ 11 I I I 42 
41 I ¥l¥'¥¥'J I I¥¥J 1// 1-1--t-LL I I ti!',41  
40 ~ l ~I ~ it/ I I I I I I -,71 1-1-~ I I 40 
39 ¥ ¥ ,  39 

38 !¥'ti I'~ t--l.fl.'t I I I I I I I ii II I • I I I 38 
37 l\~l, I "i.~.1/1/t\~I r-1-1 I I ¥// r I I I I 37 
36 I ¥f¥¥ I I\\~ 1/// I ¥¥/¥ I I I I I II/ 11 I 1 -1-I 36 
35,, ¥ 35 

34 I I.、さ-..¥.¥¥l I I I I I I I I I J 34 
33 I I I I I'¥!¥¥ I I "'i¥¥ I. I I -➔ -I I I I I I 33 
32 I I I I.. I I\~ I I\~ I I I. 1・ I I I I J 32 
31 、; • ;.  - I,:f¥l.. I \~ I I 1¥¥ I I I,, I I I I I I 31 
30 I I. I 1-r--=.1 I ~"'LI~ I I/I 1I I I I I J 30 
29’ ＼こ： ：こ~..;.←J I I'I I 29 
28 I I.I I I, l1 I.H.li I f¥¥ I,-1 ・・ I r • l'"t~ 2s 
27 I 1 :1 I I ¥0,ク ¥― 27
26 I I・ I I I IM・・ 26 
25 I I I I I I ¥'11 ~ I I J,. I ¥¥I I I I I I 1 25 
24 I 11 ¥ -~ ~、¥ ¥ ¥,24  
23 I I I I I I -1''J¥1 I f¥¥! I l'IA I I I I I I 23 
22 I I I I I I I'~-ti I''\~. ¥t. I I I I I 22 
21 V I I I I • I I ~,\'・ 21
20'¥  20 
19 I I I -1 I I I I {¥ti I. 『 19
1s I I I I I I I. t -1¥U I ¥1J¥UI I I¥¥ I I I ・I 18 
17 I I I I l I I I I., U I t¥¥¥-l • ¥¥I I I I 17 
16 I I I I I I I I I l¥kl 11 I 1~ I I V¥ I. I I 16 
15 f t. I I I I I I I l¥¥l/1 I :&¥I I ti¥ I 1 • 1 15 
14 I I I I I-L I I I I.W I l<WIIIIII ~I I I 14 
13 I I I I I I I -1 I I :r:.. I I'し 13
12 I I I I, し1¥¥ ¥ ] 2 
1 1 ¥ ¥ ¥ ¥ l l 

10 J J J I I I J J I ~ / I I I I I,¥¥11 I I iii I 10 
9 I I I I I I I I I ffli'¥ ¥¥、 9
s I I I I I I I I ll 1-J I\• 1 I¥ l~ • t.¥ I s 
7 I I I I I I I I VI I I -1 ¥ d ! I ¥ l¥¥¥il •\\I 7 
6 I I I I I I I I /J I I I l'I I ¥111¥--¥1 6 
5 I I I I I I I I,fl I I I I I U ~\\ - ¥I 5 
4 I I I I t I I I I.、1I I I I I t It 1¥¥¥- l 4 
3 ~ 3 
2 I I I I I I I !I/ I I I I I ~しI I 1\11\\:• I 2 

1 

h八 つ

¥'  
,- ート _, 

＼ 
~ 

＼ 'j_ 
.. 

店
1/// つ

,-II c 

ヽ I - -—· 
1 

「--‘ A ---
1, II 

八， ＼ ヽ 「・-~:r 1/ I ; 

¥:' 
¥9 
、、' ＼ヽ ――̀ II 

'' ―̀ ＼ ゞヽ I/ ＼ ', --

＼ ＼巡II い
多

、ら ↑¥¥ • --¥ 

` ~\ 
＼＼＼ ~ ~ 

-i' 
¥、‘9ヽ' ＼＼ ヽ

, 1/ I 

\~ ＇＼ ＼ 怜 ヽ
つ lII ヨー・ ；； ； 

すこ

』t-

-、`』・
遠 ＼ I/ 

1.1 ＼ ＼ -- :: 廷
夕

-= ＝＝一
¥¥ [‘,¥¥ \~ ヽ--「 サ9 / • ー：て‘1:-:c 

~I' ＇ ＼ に
ジ a

ゞ;’ 
トー

＼＼ '¥ い -, 

',’ ’、

＼ ＼ 
ヽ

l! ;t 1'  ＼ 
9、一

‘ ゞ ¥'/ 

―̀‘ ～＼＼ 

｀ 
兄

＼＼， ＼`入 ‘̀l 
I l っ ＼＼ ‘ ~\ I I I I A‘̀ 

¥'.¥ W;・ 119 9 , 9 

｀ 
ヽ

＇＼＼ | ¥ ふ
， 

＇ —~ l ¥¥., "A ＼ ＝ 

，，1、M ＼ 
’‘¥ ‘ ¥’, Iり/、 Ak,¥ 

｀ 

¥' 

¥ ¥¥ 八 ｀`` ~~ 9 A 
v ＼匁 ）） 
H／ク，＇，'． , '¥ ¥ 

り¥9. ` V、u 
¥ :~\ ¥"  ＼ヽ

~. j ， ＼ t ヽ ＼ 

h ! ¥‘ 、さ 1 

: ̀.'F/Ir r ¥ ¥ I¥、1 ・＼ A 
/f ! ~~ ー、¥＇i ＼ ＼ ¥ 1¥ ¥-¥ 
l ¥ ¥, 泊：』~、~

二 1，9,9し, 
トー•~ り＇ •、9¥し¥’¥ 

I 
＼ I¥, ＼ 8 

――̀ ` 
¥. ¥' I 1 1 ¥ x¥ 
,¥-11 I 1¥1:¥ -

R Q PONMLKJ II-IGFEDCBA  R Q PONMLKJ lHGFEDCBA  

第34図 縄文時代の遺物出土状況図（左縄文土器右石器）

―-42 -



第5章遺 物

二^ al  

乞、口 唸漣《 ，豆堕'9-
ぶこマと・―・．．．．9--＝ゞー、一．

冒］］璽召［。、こ芦
翌‘もぷ紺§' h究i迅Ji醗：．
， ぷ 渇筑l立万・;ヽ

岱:`It¥＼＼＼恥，＼¥¥:い:!!" 贔喜ぅ＇］＼ ：麟
で）：：tit¥l:;i皇‘.. [ ¥ ／～在こ ！1 
塁：マ竺:;,£皇

」彎:19..... 14 

琶ー／蘊詈羹［国彎］24曇鬱／
念^・ー ニ芦

奢 ［三疇三ブ｀
；`二^へ寸 ')0

¥¥_J------:{]¥ I □ 。 lQcm
31 32 33 

第35図 縄文土器拓影（縮尺1/3)

―-43 -



第1節縄文時代の遺物

第2表打製土掘具一覧表 単位はcmおよぴg. ( )を付したものは現在値を示す

遺物番号 出土層位 分類 遺存状態 石 質 長さ 幅 厚さ 重さ 挿図番号

B C6 • 7-C 1 第4層 Bb 完形 変朽凝灰岩（濃飛系） 10.1 3.9 1.5 72.5 第36図2

D 13 -C 1 第4層 刃部欠 石英安山岩 (8.9) (5.0) (2.2) (143. 5) 第36図5

D 13 -C 2 第4層 Ab 完形 変朽凝灰岩（濃飛系） 9.7 4.6 1. 7 77.0 第36図3

E 14 • 15-C 1 第4層 Ba 刃部片 変朽i疑灰岩（濃飛系） (7.3) (6.0) (1.3) (71.0) 第36図6

H 124・25-C 1 第4層 刃部欠 変朽凝灰岩（濃飛系） (9.5) (5.3) (2.0) (137.0) 第36図4

HI 26 -C 1 第4層 刃部欠 細粒砂岩（中生代） (8.8) (4.7) (2.5) (100.0) 第36図7

P 40 -c 1 第4層 刃部欠 変朽凝灰岩（濃飛系） (10.9) (8.9) (3.2) (328.5) 第36図8

Q42 • 43-C 1 第61号溝 Aa 完形 変朽凝灰岩（濃飛系） 13.1 5.8 3.1 250.0 第36図l

2.石器

本地区からは，打製土掘具と敲石の 2種類の石器が出土している。

打製土掘具 8点出土している（第 2表，第36図1~8)。このうち同図 lを除いた 7点が第 4層から検出され

ており，時期的には中期中葉～後葉・後期中葉に属するものである。この「打製土掘具」はいわゆる「打製石斧」

のことであり，佐原真氏の提唱した名称をここでは用いた（佐原1977）。これらを刃部の形態により分類すると，

Aa • Ab • Ba • Bbの各類がそれぞれ 1点づつである。次に，打製土掘具に利用されている素材についてみると，

手取川流域および手取川扇状地の縄文遺跡ではそのほとんどが河原石を素材として製作されているのに対し、本

地区のものでは河原石を素材とするものはわずか 2点だけであり（第36図5 • 8), 一般的傾向から大きくかけ離

れて特異な存在となっている（山本1985)。こは点がテラダ地区の打製土掘共の特色である。

敲石 BC5区から 1点のみ出土である（第36図9)。両面ともに敲打によるくぼみ穴がみられ，側縁部にも敲

打痕が認められる。石質は角閃石安山岩であり，重さは 292.0gを測る。

こしコ' ‘‘ 文 2 こ 3 

nロ
こ，こ~ 7 

゜
lQcm こ

4ここ

8
 

I'  

□ ，
 第36図石、器実測図（縮尺 1/3)
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第5章遺 物

第2節 平安時代～中世の遺物（第 3表，第37,38図，図版17• 18下）

個々の出土遺物の説明は観察表に譲ることとし．ここではその編年的位置付けについて名えてみたい。遺構単

位でまとまった資料かないため，包含層出土品も含めて全体を対象としていく。

平安時代 須恵器食膳具の組成は杯A, 杯8, 皿A,（小杯）と単純で椀皿類は含まない。杯Aは口径ll.5~13

.2cm。やや肉厚で器高の高いもの（第37図20• 21)と器肉か薄く杯部か開いて扁平な形態のものかあるか主体は後

者てある。体部は成形時のロクロひだか目立つ。外傾度は前者か54゚ 前後、後者は44°~50゚ てある。杯Bは I （大

型品）と II （小型品）がある。杯BIIは蓋 l点（第37図14)かあるのみて少ない。杯蓋て無鉦のものは確認できな

い。皿Aは口径15.0~16.2cm。器肉はやや肉厚。体部の長さか短かいもの（第 38図 6) は少ないか，二段に屈

曲するロクロひだが明瞭となリつつある。貯蔵具の組成は不明確てある。大甕（第 37図6) の口縁端部はさほど発

達しなし ‘o

土師器食膳具は椀・有台椀・有台皿がある。有台椀は少量である。食膳具ははとんどか黒色土器で外面を赤く

発色させたものである。糸切リ後の底部調整は頴著で．全般的に成形の丁寧なものか多い。皿の口縁部は端部近

くで外に折れ，受け口状の内傾する凹面ないしは平面を持つのか特徴である。煮炊具は長甕と平底の小甕（法量

差あり），鍋かある。長甕は胴部にカキ目調整を伴うものはほとんどなくロクロひだの頷著なものてある。口縁

端部は先端か先細りで上外方へのびるもの（第38図20)と一担内側へ折れさらに上方にのびてその内側にロクロナ

デを施し直立ぎみの面をなすもの（第38図19• 21)かあるが，主体は後者てある。後者の口縁端部の形態でS字状

にまで発達したものはない。小甕の口縁部は長翡はど屈曲せす上方にのび，端部に丸いか内傾ぎみの面をなすよ

うなロクロナデを加える。小甕は例外なく口縁部にススが付着し，長甕にはそれかない。使用状況の差を窺わせ

ている。鍋は体部内面に細幅のカキメ調整を伴う。口縁部は内側に折リ込んで面をつくるもの（第38図23)と先端

を上外方へ引き出すもの（第38図24)があるか．これは時期差を反映したものとみられる。

以上の組成，形態の特徴を持つ土器は吉岡編年N期（吉岡1983), 田嶋編年古代 4様式II期（田嶋1987)に位置付

けられ．はは9世紀後半の年代観が与えられる。最後に本遺跡出土士器の供給圏についてふれておきたい。 N期

（吉岡1983)以降，南加賀地域で主体的な生産地となる小松市戸津町周辺の窯と II期～Ill期を主体に生産する辰口町

南部地域の窯の製品の胎士を射程において観察表の分類を行った結果．大半か前者というデータか得られた。上

師器煮炊具においても同様の結果であった。この事実は， 8世紀～10世紀までぱぱ連綿と続く辰口西部遺跡群で．

lIl 2 期までは能美窯跡群の製品かはとんどであリなから． N期に至って小松南部産へと急転換するという土器の

動態とも一致している。おそらくはN期以降生産か途絶える能美窯跡群と逆に降盛を向えていく小松南部地域の

窯跡群の動向を如実に反映したものであろう。 N期に「中核的な窯跡群を除いて稼働を停llし，一方では窯跡群

の拡散・分散化か進行する」（田嶋1987)という広域での社会的事象と一体の動きである。

中世 1号溝からは底部に厚みのある台部を持つ椀（第37図10)か数点のほか，内面に櫛描きの文様をもつ白磁

碗の破片か出土している。 12世紀前半代とみられる。ほかには 13世紀代（士帥質土器第38図26• 27, 青磁碗），

14世紀後半～15世紀前半代のもの（珠洲鉢第38図28• 29, 瀬戸おろし皿第38図30, 青磁鉢）か少量みられる。

注 (1)坂井秀弥氏の教ホによる。

―-45 -



第2節 平安時代～中世の遺物
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第 5章遺 物
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第2節 平安時代～中世の遺物

第3表 遺構・包含層出土遺物観察表

遺構出土遺物 図番号 出土地点 器 種法
胎土
量色調 備 考

図番号 出土地点 器種
法星 胎土

備 考
(cm) 色調

38-5 D-14区
須恵器日15.4 A 
Jll1A 高2.3 D 

37-1 
F-16区 須恵器 底7.2 B ? 「石井」

Pl66 杯A C 
6 D-13区 ＂ 日15.0 A 皿A 高2.2 B 

A•B-4 区 II A 「井」
2 土坑l lillA B 

7 う区
II 日15.I A 
皿A 高2.o B 

P-40区 ＂ □15.4 A 転用硯3 P482 皿A 高2.1 B 
8 F-17区 ＂ □15. 6 A 皿A 高2.I B 

C-9区
＂ 日8.8 A 4 Pl48 小杯 高2.6 A 

9 D-14区
II □16. 2 B ？ 内底滑
皿A 高2.4 C 

Q-42 • 43区 II 口125 ？ 

5 溝61 横瓶？ A 
10 c-8区 土師器台 6.9 外面赤色

椀

＂ 
II 日38.8 ？ 

6 
甕 A ＂ 

II H -23区 ＂ ＂ 椀 外底ロクロケズリ

7 D-14区 土師器 日16.2 喧」，体部下半～外底ロ

Pl64 皿B クロケズリ，外面赤色
12 G • H -22区 ＂ 日12.8

II 

皿 体部下位ロクロケズリ

8 D-13区 II 底6.0 体部下位～外底ロクロケズ

P253 椀A リ，外面赤色
13 D-13区 ＂ □12.0 外面全体・高台端部磨耗

1ill 高2.4

B-4区 ＂ 日15.4， 溝1 椀
14 う区 ＂ 台9.3 ＂ 皿 外底ロクロケズリ

II 

＂ 底5.0 外底回転糸切リ
10 

II 椀
15 H • I -26区

II 日11.5 A 日縁内面スス

小甕

11 I -25区 II 口10.0 口縁内面スス

P347 小甕
16 D • E-13区 ＂ 口12.8 A 

II 

小甕

12 C-11区 ＂ 日25.3溝9 襄
17 D-14区 ＂ 口14.7 A 

II 

小甕

I -25区 II 口19.4 体部下半ケズリ，外底回転
13 
P354 小甕 高18.6 糸切り，口縁内面スス

18 D-12区
II □21.0 C 体部外面・日縁～体部内面
甕 カキメ

包含層出土遺物
19 お区 ＂ ロ23.2 A 甕

37 1 4 B-5区
須恵器 □12.6 B l 

杯蓋II C 
20 お区 ＂ 口23.4 B 円～亜円の風化したM砂粒甕 を多品含む

15 D-12区
II □15. 2 A 
杯蓋I B 

21 E-12 • 13区 ＂ 日20.0 A 甕

16 D • E ~ 13区 ＂ 日16.0 A II B 
22 0-12区

II 底6.4 A 赤化，磨耗

甕

17 あ区
II 口16.o ? 
II A 

23 D-12 • 13区
FF 0(43) A 体部内面カキメ
鍋

18 D-14区 ＂ 日15.7 B? 杯BI A,C 
24 H • I -26区 ＂ 日37.5 A 日部～体部内面カキメ鍋

19 H • I -25区
II 台9.5 B 
II A,C 

25 H • I -25区 ＂ 長6.0 A? 重贔33.0g 土錘 径2.4 孔径0.8

20 う区
II 口11.5 A 「宅口」
杯A 高3.3 B 

26 E-17区
土師器 日12.6 内面油煙付着

lill 褐

21 D-14区 ＂ □12.9 B? 墨書杯A 高3.4 C 
27 A•B-3 区

II 日11.7

皿 橙

22 C • D-10区
II 底8.0 A 攣」
杯A B 

28 B -4区
中世陶 珠洲

鉢

23 D-12区
II 底7.2 A 「囲ヵJ

杯A C 
29 お 区 ＂ ロ30.0 ＂ 鉢

38-1 う区
II 日11.7 A 

杯A 高2.6 B 
30 う 区

II 底6.9 瀬戸

おろしlill

2 0-38区 ＂ 日12.7 A 杯A 高2.7 B 
胎士 須恵器A:小松南部 B:能美（南群）

土師器A:小松南部 B:能美？ C .• ? 

3 D-14区
II 口13.2 A 
杯A 高3.0 B 色調 須恵器 A:黒色～灰黒色 B:賠灰～帯緑灰色 C: i炎灰色

4 D-13区 ＂ 日16.1 A 「石井」皿A 高2.5;B i 
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第6章 岩内遺跡テラダ地区をめぐる諸問題

第 1節 岩内遺跡テラダ地区をめぐって

岩内遺跡は、手取川扇状地扇側部の島状地帯に立地し，縄文時代中～晩期から古墳時代～中世にかけての複合

集落遺跡である。ハチマンダ地区は縄文時代晩期の比較的単純な遺跡である（山本1986a)のに対し，このテラダ

地区は 9世紀後半の平安時代を主体とする遺跡である。

このテラダ地区からは墨書土器か8点出土しており，このうち「石井」 ・「井」と確実に読める墨書土器かそ

れぞれ 2点づつ出土している。これらはいずれも 9世紀後半頃の所産であり，狭い時間幅の中でおさえられる資

料である。また一方では，本遺跡付近か平安時代末期の石内保の保域として推定されており（浅香1978), これら

のことから「石井」の墨書土器と「石内」との密接な関係も推測できよう（山本1986b)。
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上 岩内遺跡付近航空写真2 （東より）
下 岩内遺跡テラダ地区航空写真7 （北より）
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上 岩内遺跡テラダ地区航空写真8 （西より）
下 岩内遺跡テラダ地区航空写真9 （南西より）
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墨書土器等（縮尺l/2) 
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上 竪穴状遺構出土遺物（縮尺1/3) 

下 平安時代の遺物（縮尺不同）
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